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投資有価証券評価損の戻入に関するお知らせ 

 

 

「その他有価証券」に区分される投資有価証券のうち、時価が著しく下落したものについて、

令和２年 11 月期第３四半期累計期間において減損処理による投資有価証券評価損を計上いたし

ましたが、その後対象有価証券の時価が回復したため、投資有価証券評価損の戻入が発生するこ

ととなりましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．令和２年 11 月期における投資有価証券評価損 

令和２年 11 月期第４四半期会計期間（令和２年９月１

日から令和２年 11 月 30 日まで）の投資有価証券評価損

の総額（＝Ａ－Ｂ） 

△215 百万円 

（△：戻入益） 

 

（Ａ）令和２年 11 月期（令和元年 12 月１日から令

和２年 11 月 30 日まで）の投資有価証券評価損

の総額 

27 百万円 

 

（Ｂ）直前四半期（令和２年 11 月期第３四半期）

累計期間（令和元年 12 月１日から令和２年８

月 31 日まで）の投資有価証券評価損の総額 

242 百万円 

※ 四半期における有価証券の評価方法は、四半期洗替法を採用しております。 

※ 当社の決算期末は、11 月 30 日です。 

 

２．今後の見通し 

上記の戻入が令和２年 11 月期の連結業績に与える影響については、本日公表いたしました

「令和２年 11 月期 決算短信［日本基準］（連結）」をご参照下さい。 

 

以上 


